
150　C，

誓
　
愚
　
研
　
魔
　
　
第
三
十
三
蟹

彙

報

　
　
　
　
　
京
都
哲
翻
禽
款
期
公
開
講
演
曹

　
京
都
哲
學
曾
は
十
一
月
十
口
午
後
｝
時
よ
り
丈
科
∵
大
暴
第
九
教
室
に
於
て

秋
期
公
開
講
演
會
を
開
き
、
左
の
講
演
あ
り
。
藤
代
…
學
長
を
初
め
、
諸
教
官

學
士
、
學
生
、
そ
の
他
の
會
員
及
び
一
般
聴
講
春
壁
に
充
て
り
。

　
　
　
　
ソ
フ
ィ
ス
ト
と
ソ
ク
ラ
〔
ア
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
想
士
波
多
野
騎
一
君

　
　
　
　
寅
那
思
想
史
よ
り
見
た
ろ
河
南
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
椰
士
　
服
部
宇
之
吉
君

　
右
飾
講
演
後
、
　
午
後
六
蒔
よ
塾
醸
生
集
曾
所
に
於
て
、
服
部
櫨
叫
士
掘
迎
の
晩

餐
會
を
開
き
、
丈
科
大
學
諸
教
官
、
諸
學
士
等
骨
餓
名
繊
臥
せ
リ
。

　
　
　
　
　
心
理
學
譲
繋
争

　
十
見
†
囚
日
午
後
三
博
牛
よ
り
心
理
學
實
論
｝
揚
に
於
て
例
會
を
附
き
左
の

講
演
あ
り
。

　
　
　
　
ご
ρ
ぐ
匂
。
O
ロ
の
爾
眼
観
現
象
に
閣
…
す
る
一
一
一
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
黒
閏
源
次
君

　
　
　
　
内
部
的
知
錐
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
務
　
盗
　
理
　
作
君

冠
禽
謬
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六

　
十
月
背
五
臼
∵
午
後
六
購
よ
η
’
墨
・
生
集
會
携
に
於
て
例
曾
を
關
…
き
、
　
左
の
講

演
あ
”
。

　
　
　
丈
甥
と
褻
退
の
法
期
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沓
澤
吉
太
郎
潜

薪
著
紹
介

哲
入
ブ
ル
ノ
愁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
交
攣
士
　
悶
　
本
　
篠
　
彦
著

　
ζ
の
穫
は
著
者
が
丈
科
大
峻
在
學
中
、
受
験
の
爲
に
、
自
か
ら
題
を
撰
ん

で
物
し
て
置
い
た
の
を
、
　
薗
號
に
欝
い
た
蕃
情
の
下
に
、
こ
の
た
び
公
刊
せ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ブ
ル
ノ
オ
は
、
近
世
暫
攣
の
先
羅
渚
中
、
最
も
偉
大
な
る
も
の
、
一
人
で

あ
る
。
本
書
の
巻
頭
に
、
朝
・
氷
、
・
西
田
爾
…
三
士
が
心
を
籠
め
た
序
交
を
添
へ

て
居
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
紳
即
に
守
れ
ば
、
プ
ル
ノ
オ
の
哲
學
に
は
大
触
皿
二
つ

の
様
籾
が
有
っ
て
、
そ
の
一
面
に
よ
っ
て
、
彼
れ
は
ス
ピ
ノ
オ
ザ
の
先
駆
者
【

と
な
唄
、
　
他
の
一
面
に
よ
っ
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
先
駆
を
爲
し
て
み
る
。
本

書
K
よ
れ
ば
、
　
ブ
ル
ノ
オ
は
一
五
四
八
年
に
、
以
太
利
の
南
部
、
ゴ
ス
ビ
ァ

ス
火
山
の
西
記
に
當
る
ノ
ラ
と
害
ふ
、
南
鰍
の
美
に
充
ち
滴
ち
た
町
に
生
れ

た
入
で
あ
る
。
十
四
五
歳
の
炎
に
蓮
し
て
、
　
ナ
ポ
リ
の
俗
院
に
身
を
委
ね
、

こ
あ
で
天
丈
、
数
崇
、
哲
學
を
研
究
し
、
又
詩
や
劇
を
作
っ
た
が
、
暫
八
歳
の
時

異
端
の
宣
告
を
受
け
て
、
　
ロ
オ
マ
に
走
っ
て
以
來
、
誠
に
漣
り
草
の
如
く
、
以
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太
利
亜
の
常
々
を
忘
れ
さ
ま
よ
ひ
、
更
に
北
の
方
ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
、
里

　
　
凹
邦
へ
走
り
、
ゼ
ネ
プ
へ
も
行
き
、
　
ッ
ウ
ル
ウ
ズ
、
m
巴
聖
な
ど
を
纏
て
断
μ
く
倫

　
　
敦
に
滞
在
し
、
再
び
大
陸
へ
渡
っ
て
、
　
濁
逸
の
町
々
を
漂
泊
ら
へ
て
、
フ
ラ

　
　
ン
ク
フ
ウ
ル
ト
に
竜
と
Ψ
ま
っ
た
。
後
M
人
の
膏
年
貴
族
に
招
か
れ
て
、
ゴ

　
　
ニ
ス
迄
贈
っ
た
が
、
逢
に
、
　
こ
の
卑
怯
な
る
男
に
陥
れ
ら
れ
て
、
恐
ろ
し
き

　
　
宗
教
裁
判
の
乎
に
渡
り
、
．
六
年
牢
獄
に
過
し
た
揚
句
、
破
門
を
受
け
て
、
絡

　
　
に
一
六
〇
〇
陥
牛
二
月
十
七
日
に
、
羅
馬
の
カ
ム
ボ
。
デ
イ
。
フ
イ
オ
才
レ
の
廣

　
　
揚
に
於
て
、
焚
殺
さ
れ
た
。
構
…
侶
が
手
渡
さ
う
と
す
る
十
字
架
を
は
ね
の
け

　
　
て
、
さ
げ
す
む
搬
に
目
を
そ
む
け
、
さ
う
し
て
一
言
の
悶
へ
も
獲
せ
ず
に
。

　
　
　
こ
の
悲
主
な
る
先
哲
の
性
格
、
．
回
想
、
生
活
は
、
本
書
の
著
者
の
甚
深
な
る

　
　
同
感
を
喚
ハ
び
畳
ま
し
た
。
　
こ
の
書
は
、
ブ
ル
ノ
ナ
の
倫
敦
滞
在
踊
期
に
於
け
る

　
　
思
想
の
代
旧
衣
的
の
工
作
な
る
　
、
、
b
貯
H
O
σ
含
葺
自
巴
ぎ
O
騨
蛋
q
。
3
団
曲
目
鼠
覧
O
無

　
　
d
け
O
、
讐
を
、
章
節
を
溺
ん
で
紹
介
し
、
解
縄
…
し
、
論
評
し
、
批
詳
し
な
が
ら
、

　
　
著
者
自
ら
の
世
界
魏
、
入
曽
観
を
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
著
沓
は
そ
の
間
に

　
　
撃
て
、
甚
だ
屡
々
、
ブ
ル
ノ
オ
の
思
想
に
、
論
理
士
、
形
式
上
、
言
葉
の
上
の

　
　
鹸
陥
、
矛
盾
を
指
摘
し
、
批
難
し
な
が
ら
も
、
又
絶
え
ず
、
央
蝶
の
批
難
蔓

　
　
ら
れ
た
る
形
式
、
言
葉
の
底
K
、
大
い
な
る
深
き
彗
星
が
有
る
こ
と
を
確
信

　
　
し
、
辮
甘
し
嘆
葵
し
て
み
る
。
『
直
な
る
論
理
で
は
無
い
。
そ
れ
は
竜
は
や
天

　
　
動
的
慮
槻
の
哲
理
で
あ
る
。
眞
の
紳
を
見
韻
し
、
帥
を
愛
す
る
亀
の
の
み
歌

　
　
ひ
得
る
胸
醇
の
讃
歌
で
あ
る
。
そ
の
響
は
プ
ル
ノ
オ
死
し
て
よ
り
三
百
像
年

　
　
の
今
日
な
ほ
ひ
讐
い
て
泄
え
ぬ
交
纏
樂
で
あ
る
。
形
式
上
の
不
備
は
雷
は
ず

　
　
も
が
な
。
論
理
の
誤
な
ど
は
も
は
や
餌
で
あ
ら
う
。
形
式
惟
い
か
に
誤
っ
て
も

侃
天
オ
は
決
し
て
肝
腎
芝
と
に
於
て
暴
、
b
な
い
。
・
．
，
私
た
ち
は
死
ん
だ

15

@
ブ
ル
ノ
オ
に
要
は
な
い
。
；
：
私
た
ち
は
た
Ψ
永
蓬
に
死
せ
ざ
る
ブ
ル
ノ
オ

漸
著
灘
介

の
灘
を
き
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
そ
の
こ
ゑ
こ
そ
は
、
叉
、
私
た
ち

自
身
の
心
の
奥
の
微
妙
な
不
言
の
灘
な
の
で
あ
る
。
』
と
書
っ
て
み
る
。
哲
學

の
こ
と
に
は
、
殆
ど
雷
甲
斐
の
無
い
智
識
よ
り
持
た
な
い
門
外
漢
の
徴
分
に

は
、
　
こ
の
書
の
持
て
る
る
哲
學
上
の
綴
値
、
哲
雛
史
的
意
義
を
騨
最
す
る
こ

と
は
全
く
蹴
阿
來
な
い
が
、
　
そ
の
縷
…
直
な
自
分
に
さ
へ
も
」
好
く
分
る
こ
と
は
、
『
憎
災

に
ζ
の
襟
を
蓬
ん
だ
わ
け
は
赫
に
私
が
こ
の
書
に
多
く
の
共
鳴
を
見
綴
し
た

た
め
で
、
そ
の
あ
る
所
で
は
、
　
m
単
に
ブ
ル
ノ
オ
を
喫
す
た
め
で
な
く
、
反
勤

に
ブ
ル
ノ
オ
を
鏡
と
じ
て
私
霞
身
の
委
を
霧
す
こ
と
に
努
』
め
ん
と
し
た
憲

志
が
、
山
南
度
に
於
て
爲
蓮
げ
ら
れ
て
る
る
こ
と
で
あ
る
。
署
者
を
こ
の
著
に
就

か
し
め
た
も
の
は
、
・
貧
K
、
　
こ
の
ブ
ル
ノ
オ
の
雌
と
し
て
畷
…
か
れ
た
、
薯
者

が
底
心
の
不
言
の
繹
で
あ
る
。
ブ
ル
ノ
オ
の
黒
糖
の
底
に
、
行
と
行
と
の
開

に
滲
み
現
れ
て
、
心
の
底
に
響
き
入
り
込
ん
だ
も
の
が
、
彼
れ
の
こ
の
一
巷

の
患
索
を
導
い
た
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
は
誠
に
、
ブ
ル
ノ
オ
に
映
じ
た
彼
れ
で

あ
り
、
彼
と
し
て
生
き
た
ブ
ル
ノ
オ
で
あ
ら
う
。
　
こ
の
意
味
に
於
て
、
（
こ
の
、

意
力
に
於
て
も
）
被
れ
ば
、
た
し
か
に
一
つ
の
姿
に
於
け
る
眞
の
ア
ル
ノ
オ
み

の
紹
介
者
で
あ
る
と
言
へ
る
の
で
あ
ら
う
。
、
然
し
そ
れ
よ
り
も
術
確
・
賢
に
見

ら
れ
1
罷
る
電
の
は
、
著
者
．
自
ら
の
雷
ふ
伽
く
、
ブ
ル
ノ
オ
に
映
ず
る
彼
れ
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ち
　
　
も

ら
で
あ
る
。
思
想
の
筋
に
も
、
形
に
も
、
そ
の
氣
は
ひ
に
も
、
悉
く
彼
れ
自

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
カ
　
ヘ
　
へ

ら
の
心
の
傾
き
が
ま
ざ
く
と
現
れ
て
一
つ
の
遮
り
高
き
精
脚
が
、
確
實
に
、

温
か
に
生
き
て
、
灘
高
く
物
書
て
る
る
。
ブ
ル
ノ
ナ
の
鏡
に
映
る
難
分
自
ら

　
　
も
　
　
も

を
、
ひ
し
と
許
り
に
彼
れ
は
掴
ま
へ
て
、
さ
う
し
て
そ
れ
を
き
っ
か
り
と
こ

の
一
巻
に
填
り
ば
め
て
み
る
。

　
何
窺
で
あ
る
に
は
し
て
も
、
『
虞
な
る
彼
れ
を
表
は
し
途
げ
た
時
彼
れ
は
誠

に
、
蹄
鶯
偲
家
、
　
婆
画
家
凡
て
下
等
の
人
閣
…
の
蟷
さ
穿
る
べ
か
ら
ぎ
る
重
大
な

＝
二
七

噂
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哲
　
撃
　
研
　
究
　
　
猿
三
十
三
號

る
こ
と
を
爲
し
た
の
で
あ
る
。
『
哲
人
プ
ル
ノ
ー
』
に
讃
み
入
る
彼
れ
も
叉
、

殆
ど
確
實
κ
、
ブ
ル
ノ
オ
に
生
き
、
　
こ
の
漁
軍
の
唖
者
に
生
き
、
き
う
し
て
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
し

れ
の
底
心
に
飽
き
つ
エ
、
永
遽
に
裁
き
膏
く
も
の
を
喚
び
醒
す
こ
と
で
あ
ら

う
。
京
郁
丸
太
町
寺
町
束
、
弘
交
堂
団
円
獲
行
。
窒
圓
二
十
銭
（
植
田
癒
戴
）

寄
贈
書
籍
雑
誌

一
三
八

鍵
盤
灘
舞
養
董
時
代
・
上
奮
左
喜
氏
著

洛
陽
堂

哲
學
碓
誌
、
思
潮
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
研
究
、
六
合
難
誌
、
東
洋
哲

學
、
　
紐
一
露
燈
、
　
｛
果
亜
之
光
、
　
山
ハ
條
恩
甲
報
、
　
早
穰
田
「
丈
學
、
　
閉
学
校
教
育
、
教
育

内
魯
藪
…
育
詳
論
、
三
春
研
究
、
敏
育
界
、
教
喜
時
論
、
束
京
教
青
、
艀
岡
縣

教
育
、
岐
阜
縣
敏
育
、
，
愛
知
敏
育
難
誌
、
長
崎
懸
敏
育
會
難
誌
、
都
市
毅
育

信
濃
敏
育
、
　
佐
賀
縣
数
育
、
藝
備
教
育
、
宮
城
敏
育
、
愛
媛
敏
育
、
由
形
縣

教
育
、
秋
田
縣
敏
育
雑
誌
、
丈
化
蓮
勲
、
現
代
敏
育
。

’

敬闘號前
奥
義
書
と
起
信
論
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
丈
學
士

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
哲
學
の
意
義
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
丈
學
博
士

デ
カ
事
ト
の
規
則
論
に
現
は
れ
π
る
批
判
論
的
思
想
（
完
結
）
：
誓
丈
學
薄
士

心
理
學
と
客
観
的
方
法
（
承
繭
）
…
：
：
：
：
：
・
：
：
：
・
：
：
留
置
士

個
別
的
因
果
律
に
關
…
し
て
夏
に
田
遊
博
士
の
敏
を
倹
つ
：
：
：
法
意
博
士

彙
報
ー
ー
新
著
紹
介
…
…
：
…
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
…
…
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筋
　
漢
　
了
　
諦

田
　
邊
　
　
元

朝
永
三
十
郎

櫓
崎
惣
太
郎

左
右
田
　
喜
一
郎
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